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令和２年第３回五霞町議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                    令和２年９月４日（金曜日）午前１０時開会 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 一般質問 

日程第 ５ 承認第１２号 専決処分の承認について（令和２年度五霞町一般会計補正予算(第

４号)） 

日程第 ６ 承認第１３号 専決処分の承認について（令和２年度五霞町一般会計補正予算(第

５号)） 

日程第 ７ 議案第５０号 五霞町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 

日程第 ８ 議案第５１号 五霞町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 

日程第 ９ 議案第５２号 五霞町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 

日程第１０ 議案第５３号 五霞町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

日程第１１ 議案第５４号 五霞町手数料徴収条例の一部を改正する条例 

日程第１２ 議案第５５号 令和２年度五霞町一般会計補正予算（第６号） 

日程第１３ 議案第５６号 令和２年度五霞町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第１４ 議案第５７号 令和２年度五霞町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

日程第１５ 議案第５８号 令和２年度五霞町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第１６ 議案第５９号 令和２年度五霞町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第１７ 議案第６０号 令和２年度五霞町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第１８ 議案第６１号 令和２年度五霞町水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１９ 議案第６２号 令和元年度五霞町一般会計歳入歳出決算 

日程第２０ 議案第６３号 令和元年度五霞町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

日程第２１ 議案第６４号 令和元年度五霞町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

日程第２２ 議案第６５号 令和元年度五霞町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 
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日程第２３ 議案第６６号 令和元年度五霞町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算 

日程第２４ 議案第６７号 令和元年度五霞町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

日程第２５ 議案第６８号 令和元年度五霞町水道事業会計歳入歳出決算 

日程第２６ 報告第 ６号 令和元年度五霞町財政の健全化判断比率等について 

日程第２７ 報告第 ７号 債権の放棄について 

日程第２８ 発議第 ４号 五霞町議会決算特別委員会の設置 

日程第２９ 請願第 ２号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算

に係る意見書採択を求める請願 

──────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

──────────────────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

     １番  小野寺 宗一郎 君      ２番  黛   丈 夫 君 

     ３番  江 森 美佐雄 君      ４番  山 本 芳 秀 君 

     ５番  植 竹 美智雄 君      ６番  新 井   庫 君 

     ７番  伊 藤 正 子 君      ８番  宇 野 進 一 君 

     ９番  鈴 木 喜一郎 君     １０番  樋 下 周一郎 君 

 

欠席議員（０名） 

     な  し 

──────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 染 谷 森 雄 君 副 町 長 田 神 文 明 君 

教 育 長 千 葉 道 子 君 総 務 課 長 山 中 一 郎 君 

ま ち づ く り 
戦 略 課 長 田 口 啓 一 君 

会計管理者兼
町民税務課長 山 下 仁 司 君 

健康福祉課長 荒 井 富美子 君 生活安全課長 松 村 聖 市 君 

都市建設課長 古 郡 健 司 君 
産 業 課 長 兼 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

笈 沼 光 行 君 
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上下水道課長 大 関 千 章 君 教 育 次 長 猪 瀬 英 子 君 

──────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

事 務 局 長 江 森   薫   書 記 落 合 宏 紀 

書 記 伊 藤 弘 美   
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午前１０時００分 

 

◎開会の宣告及び議長挨拶 

○議長（鈴木喜一郎君）おはようございます。 

定刻になりましたので、ただいまから令和２年第３回五霞町議会定例会を開会いたしま

す。 

開会に当たり一言御挨拶を申し上げます。 

議員各位には何かとお忙しい中、御出席をいただき、まことに御苦労さまです。 

本定例会には、25 件の議案等が提出されており、特に、令和元年度の各会計決算を審査

する大事な議会でもあります。 

また、本定例会では、決算特別委員会の設置が予定されておりますので、どうか議員各位

には、慎重なる審査と円滑なる運営がなされますようよろしくお願い申し上げます。 

なお、本定例会に当たり、去る８月 21 日午後１時から議会運営委員会が開催され、別紙

定例会の会期及び審議予定表のとおり協議されておりますので御報告を申し上げます。 

 

 

 

◎会議成立の宣言 

○議長（鈴木喜一郎君）ただいまの出席議員は 10 名であります。 

定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 

 

 

◎町長挨拶 

○議長（鈴木喜一郎君）ここで、町長の挨拶をお願いいたします。 

町長。 

○町長（染谷森雄君）どうも皆さん、改めましておはようございます。 

開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

本日は、令和２年第３回定例会を開催いたしましたところ、議員の皆様方におかれまして

は、何かとお忙しいところ御出席を賜りましてまことにありがとうございます。 

本定例会には、執行部といたしましては、専決処分の承認が２件、五霞町固定資産評価審

査委員会委員の選任同意が３件、条例の改正が２件、令和２年度一般会計及び特別会計の補

正予算が７件、令和元年度の一般会計及び特別会計の決算が７件、令和元年度財政の健全化

判断比率等の報告が１件、債権の放棄についての報告が１件の合計 23 件を御提案させてい

ただいております。詳細につきましては、お手元の議案書により説明させていただきますの

で、御審議の上、適切なる議決を賜りますようお願い申し上げ、御挨拶とさせていただきま
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す。 

 

 

 

◎開議の宣告 

○議長（鈴木喜一郎君）これから本日の会議を開きます。 

会議規則第 20 条による議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（鈴木喜一郎君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議規則第 120 条の規定により、３番江森美佐雄君、７番伊藤正子君の２名を会期中の

署名議員として指名いたします。 

 

 

 

◎会期の決定 

○議長（鈴木喜一郎君）日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期を本日から９月 17 日までの 14 日間といたしたいと思いますが、御異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）御異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から９月 17 日までの 14 日間とすることに決定いたしました。 

 

 

 

◎諸般の報告 

○議長（鈴木喜一郎君）日程第３、諸般の報告を行います。 

地方自治法第 121 条の規定による本日の議案説明員等の出席者を報告いたします。 

町長、副町長、教育長、代表監査委員、関係課長等が出席しております。 

なお、写真撮影のため、まちづくり戦略課 篠﨑主任の入場を許可しております。 
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◎町長の行政報告 

○議長（鈴木喜一郎君）次に、町長から令和元年度の行政施策の成果に関する報告をお願い

いたします。 

町長。 

〔五霞町長 染谷森雄君 登壇〕 

○町長（染谷森雄君）それでは、お手元に令和元年度五霞町行政施策の成果に関する報告書

を配付させていただいておりますので、その報告書を朗読する形で報告とさせていただき

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

令和元年度の五霞町行政施策の成果に関する報告を申し上げます。 

令和になって初年度を迎えた昨年度の我が国の経済は、アベノミクスの推進によって長

期にわたり緩やかな回復を続けており、雇用、所得環境も大きく改善しているとの見解が示

されたところでありました。 

一方で、昨年 10 月には、消費税増税に伴う駆け込み消費の反動で個人消費が落ち込んだ

ほか、台風被害や暖冬による販売不振などにより、実質国内総生産がマイナス成長になった

ことに加え、新型コロナウイルス感染症が３月下旬以降、急速に拡大し、今や 220 の国や

地域で 2,500 万人を超えており、依然として、その勢いは衰えを見せておりません。 

国内においても、５月 25 日の緊急事態宣言が解除されて以降、感染者数が低い水準で推

移しておりましたが、６月下旬から新規感染者数が増加しており、全国的に蔓延している状

況にあります。感染拡大による経済への影響は甚大であり、これまで経験したことのない国

難ともいうべき局面に直面しております。 

このような状況下でありましたが、令和元年度は、本町にとって明治 22 年の町村制施行

により、五霞村が誕生してから 130 年目に当たり、記念式典をはじめ、茨城国体の炬火リ

レーやウオーキング大会など１年を通してさまざまなイベント実施し、大きな成果を収め

ることができた節目の年でありました。また、台風 19 号の上陸により、利根川が増水し、

10 月 13 日に初めて避難勧告を発令いたしました。さらに、第５次五霞町総合計画の最終年

でもあり、重点事業である圏央道五霞インターチェンジ周辺開発事業では、既に操業してい

る企業のほか、３社の優良企業の進出が決定し、新たな税収入の確保と雇用の創出が見込め

るようになったことなど、本町の特性や発展可能性を最大限に生かし、総合計画に掲げる

「人がきらめき 誰もが安心・安全に暮らせるまち 五霞」を実現すべく、掲げた各種施策

を推進し、確実な成果を上げた年でもありました。 

その結果を次のとおり報告いたします。 

主な実施事業。 

１、豊かな自然と安全を育む。環境・防災・防犯の三つの分野について取り組みました。 

大規模自然災害等に対応するため、五霞町国土強靱化地域計画を第６次五霞町総合計画

とあわせて策定。国が改正した無線設備規則に対応するため、防災行政無線をデジタル方式

へ移行する工事を令和元年度から実施、令和２年度完了予定。水害や火災等の事態に備え、
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消防団員の訓練の実施やヘルメットの更新など組織・装備の充実強化。五霞町空家等対策計

画に基づき、生活環境に影響を及ぼすおそれのある空き家等の所有者に対し、必要な指導を

実施。犯罪の発生抑止を図るため、主要道路や通学路等に防犯カメラ５台を計画的に設置。 

平成 28 年度から令和元年度までに 20 台設置。 

２、健やかと安らぎを育む。健康・子育て・福祉の三つの分野について取り組みました。 

町民一人一人に合った健康維持と増進が図られるよう、年齢や生活状況に応じた各種健

康教室の開催や健康づくり推進の啓発活動。生活習慣病や病気等の予防、がん疾患の早期発

見・早期治療が図られるよう特定健康診査やがん検診の促進、特定保健指導、健康教育の実

施。安心して子供を育てることができるよう育児相談や妊産婦・乳児への健診の助成、育児

に不安を抱える産婦を支援する産後ケアの提供。児童の安全な居場所づくりとなる放課後

児童クラブや児童館を拠点とした子育て支援、親子の交流や育児相談の場となる地域子育

て支援拠点事業の実施など、保育所、認定こども園の連携による保育の充実。少子化対策と

して、結婚を希望する男女の出会いの機会を創出し、町内を超えた結婚相談会や婚活パーテ

ィーを開催。地域福祉活動の中核的役割を担う社会福祉協議会や民生委員・児童委員、各種

福祉団体と連携した相談体制の構築や在宅福祉サービスの提供。障害者及び障害児が自立

した生活を営むことができるよう、事業所・関係機関と連携した相談や社会参加活動の支援。

高齢者が住み慣れた地域で元気で自立した生活を送ることができるよう、地域包括ケアシ

ステムにより高齢者の生活を支援。高齢者の社会参加を促進するため、町が行う教室や事業

に参加した際、ポイントを付与し、獲得したポイントに応じて記念品を贈呈する「いきいき

活動ポイント事業」を実施。 

３、人と文化を育む。学校教育・生涯教育の二つの分野について取り組みました。 

町立学校の将来を展望した学校のあり方検討会を令和元年 10 月に設置し、町の教育の現

状や学校視察、アンケート調査などを実施。良好な学習環境を確保するため、中学校の中規

模修繕工事の設計を実施するとともに、両小学校のタブレット端末の機器の入れかえを実

施。学力の向上や社会性の育成等を目指して、教育活動指導員及び外国語指導助手を各学校

に配置。生きがいのある充実した生活が図れるよう、各種講座や教室等を開催したほか、夏

休み等の長期の休みを利用して子供たちに多様な体験及び活動を行う機会として「子ども

教室」や「ＢＧ塾」を開催。これまで準備を重ねてきた「いきいき茨城ゆめ国体 2019」の

開催にあたり、本町ではその気運を高めるために全行政区をつなぐ炬火リレーを実施し、そ

の後、デモンストレーション競技としてウオーキング大会を実施。公共施設等総合管理計画

に基づき、海洋センターの体育館を全面的に改修し、安全で快適な施設環境を維持。子供た

ちの登下校の安全と地域の防犯意識の向上を図るため、子ども見守りスクールガードの活

動を実施。文化財の保護活用と次世代への継承のため、中央公民館に安置されている縄文時

代後期の人骨の保存処理作業を実施。 

４、ゆとりと潤いを育む。都市基盤・生活基盤の二つの分野について取り組みました。 

圏央道五霞インターチェンジ周辺地区土地区画整備事業地内に新たに３社の進出企業が
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決定し、当該区域の新地名を「ごかみらい」に決定。第６次五霞町総合計画との整合性を図

りながら、おおむね 20 年後の都市づくり構想となる都市計画マスタープランを策定。本格

運行を開始したコミュニティ交通「ごかりん号」の利用実態を検証し、持続可能な公共交通

体系、路線バス、ごかりん号、各種移送サービスの推進を図り、住民の移動手段を確保。町

内道路の交通利便性及び安全性の向上を図るため、圏央道五霞インターチェンジ周辺地域

及び新４号国道から町道８号線へのアクセス道路となる町道５号線の道路改良工事、主要

幹線道路及び生活道路の維持・補修工事を実施。川妻浄水場及び取水場水質計器等の更新工

事、川妻浄水場の浄水施設増設置に伴う実施設計を策定。公共下水道のストックマネジメン

ト計画に基づき、環境浄化センターの機械・電気設備詳細設計や管路調査を実施。下水道事

業の効率的な運営を目的とした広域化・共同化計画を策定。 

５、豊かさと活力を育む。農業・産業の二つの分野について取り組みました。 

地域の中心となる担い手や農業後継者の育成を図るため、農業塾の開催や農業を始める

49 歳以下の独立・自営就農者への支援策を展開。意欲ある農業者への農地集積・集約化を

図るため、基盤整備等の農地有効利用の支援や農地中間管理事業の推進。道の駅ごかは、圏

央道の開通に伴い周辺環境が変化する中、出荷者等の利便性向上を図るため、搬入口下屋根

の増築工事を実施。五霞町イメージキャラクター「ごかりん」のイベントへの活用と観光マ

ップをリニューアルし、町の魅力をＰＲ。台風 19 号により被害を受けた農業者への支援。 

６、ともにまちを育む。まち・地域づくり・行政運営の三つの分野について取り組みまし

た。 

五霞町まち・ひと・しごと創生総合戦略の実現に向けた各種施策を推進。五霞誕生 130 年

を記念し、幸手市・五霞町合同祝賀花火大会の開催や記念式典、高橋英樹氏の記念講演会な

ど、年間を通して記念事業を実施。住民、企業等が主体となって企画運営するふれあい祭り

と文化祭の同日開催により相乗効果を図るとともに、町の活性化と住民相互の交流機会の

創出。令和２年度から 20 年間のまちづくり構想を定めた第６次五霞町総合計画を策定。策

定にあたっては、住民や中高生、事業所を対象とした意識調査や幅広い世代からなるワーク

ショップを開催するなど、住民・事業所・行政が連携して策定。情報発信強化策として、令

和２年１月号から広報紙をフルカラーで作成したほか、公式ホームページを全面リニュー

アルし、スマートフォンからも見やすく、使いやすいサイトに構成するとともに、新たな魅

力発信ページを創設したことから、茨城県広報コンクールにおいて入選を果たしました。そ

のほか、フェイスブックなどのＳＮＳを活用して情報を発信。公共施設等総合管理計画及び

アクションプランに基づき、役場庁舎と中央公民館の複合化基本構想を策定。 

次に、会計別決算の概要についてを申し上げます。 

まず初めに、一般会計から。 

一般会計決算につきましては、歳入総額 46 億 3,288 万 6,000 円で、前年対比 0.03％の微

増、歳出総額 41 億 8,871 万 2,000 円で前年対比 1.4％の減となっております。 

実質収支は３億 9,168 万 3,000 円の黒字、単年度収支は 3,033 万 9,000 円の黒字、実質単
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年度収支は 2,515 万 6,000 円の赤字となりました。 

次に、国民健康保険特別会計。 

国民健康保険特別会計決算につきましては、歳入総額 11 億 5,588 万円で前年対比 4.5％

の減、歳出総額 11 億 5,304 万 4,000 円で、前年対比 1.7％の減となっております。 

国保財政は平成 30 年度から県が財政運営の責任主体となり、市町村とともに国保運営を

担い、国保制度の安定化が図られました。 

主な事業としましては、健康寿命の延伸と医療費の適正化を図るため、特定健診の未受診

者対策、特定保健指導、歯周病予防検診等の継続的な取り組みに加え、生活習慣病重症化予

防事業など多面的に保健事業を展開しました。 

次に、後期高齢者医療特別会計。 

後期高齢者医療特別会計決算につきましては、歳入総額１億 8,283 万 3,000 円で、前年対

比 3.3％の増、歳出総額１億 8,271 万 3,000 円で前年対比 3.4％の増となっております。 

令和元年度は、後期高齢者医療保険の世代間負担公平等を図る観点から、後期高齢者医療

保険料の均等割軽減特例の見直しが行われました。 

次に、介護保険事業特別会計。 

介護保険事業特別会計決算につきましては、歳入総額７億 6,639 万 6,000 円で、前年対比

0.4％の減、歳出総額７億 2,189 万 1,000 円で、前年対比６％の減となっております。 

主な事業としましては、高齢者の介護予防と日常生活の自立支援を目的に、地域支援事業

を行い、地域包括ケアシステムの構築に努めました。さらに、介護予防事業や介護給付が効

率的かつ公正・中立に行われるよう、ケアプランの点検や地域ケア個別会議など適正化事業

に重点を置き、事業を推進しました。また、医療・介護等の多職種が事業に関与することで、

取り組みの強化を図りました。 

次に、公共下水道事業特別会計。 

公共下水道事業特別会計決算につきましては、歳入総額４億 4,196 万 3,000 円で、前年対

比 34％の減、歳出総額４億 1,611 万 9,000 円で前年対比 37.2％の減となっております。 

主な事業といたしましては、環境浄化センターの耐震補強工事、広域化・共同化を推進す

るための計画策定業務、雨天時の侵入水調査及び管路調査、地方公営企業法適用化の基本計

画作成支援業務等を実施いたしました。 

次に、農業集落排水事業特別会計。 

農業集落排水事業特別会計決算につきましては、歳入総額２億 790 万 1,000 円で前年対

比 20.8％の増、歳出総額２億 590 万 5,000 円で前年対比 20.3％の増となっております。 

主な事業としましては、南部地区水処理センターの汚水制御盤更新工事、地方公営企業法

適用化の基本計画作成支援業務等を実施いたしました。 

次に、水道事業会計。 

水道事業につきましては、年間給水量は 155 万 6,948 立方メートルを供給し、前年対比

５万 5,576 立方メートル、3.7％の増となり、用途別では、工場用水使用量等が増加したも
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のです。 

収益的収入は４億 3,270 万 5,000 円、収益的支出は４億 4,158 万 2,000 円となっており、

資本的収入は２億 3,295 万 5,000 円、資本的支出では、施設の更新工事等により、３億 3,680

万 2,000 円となっております。 

令和元年度の各会計決算の審査に当たり、主な行政施策の成果について報告させていた

だきました。 

各事業、取り組みの詳細及び決算の内容につきましては、別添の令和元年度五霞町各会計

別決算の主なる施策の成果に関する説明書に基づき、委員会審議の中で詳細に御説明申し

上げたいと存じます。 

議員各位には御理解をいただき、原案のとおり御承認いただけますようよろしくお願い

を申し上げ、令和元年度の五霞町行政施策の成果に関する報告とさせていただきます。 

令和２年９月４日、五霞町長 染谷森雄。 

以上です。 

○議長（鈴木喜一郎君）町長の行政報告は以上でございます。 

 

 

 

◎承認第１２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（鈴木喜一郎君）これより議事に入ります。 

初めに、承認第 12 号を議題といたします。 

町長から提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（染谷森雄君）承認第 12 号 令和２年度五霞町一般会計補正予算（第４号）につき

まして、新型コロナウイルス感染症対応のため、専決処分をいたしましたので、地方自治法

第 179 条第３項により承認を求めるものでございます。 

内容につきましては、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ 3,250 万 4,000 円を追加し、

総額をそれぞれ 54 億 2,267 万 6,000 円としたものでございます。 

詳細につきましては、担当課長から説明させますので御承認くださいますようよろしく

お願いいたします。 

○議長（鈴木喜一郎君）続いて総務課長の補足説明を願います。 

総務課長。 

○総務課長（山中一郎君）承認第 12 号 令和２年度五霞町一般会計補正予算（第４号）に

ついて御説明をさせていただきます。 

議案書の３ページをお願いいたします。 

令和２年度五霞町一般会計補正予算（第４号）でございます。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 3,250 万 4,000 円を追加し、歳入歳出予
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算の総額をそれぞれ 54 億 2,267 万 6,000 円と定め、補正予算の款項の区分及び当該区分ご

との金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正によるものでご

ざいます。 

なお、補正予算につきましては、歳入歳出ともに新型コロナウイルス感染症対策に関連す

るものでございます。 

８ページをお願いをいたします。 

まず、歳入でございますけれども、14 款国庫支出金、第２項国庫補助金、第１目総務費

国庫補助金 4,201 万 9,000 円の追加でございますが、新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金を計上したものでございます。 

次に 18 款繰入金、２項の基金繰入金、１目財政調整基金繰入金 951 万 5,000 円の減額で

ございますが、歳入調整により減額補正をしたものでございます。 

続きまして、９ページをお願いをいたします。 

歳出でございますが、２款総務費、１項総務管理費、３目財政管理費につきましては、ふ

るさと納税のＰＲに係る宣伝広告料 165 万円を計上したものでございます。 

次に同じく６目の企画費につきましては、学生生活 2020（にこにこ）応援事業として、

町を離れて学校に通う学生の支援に係る応援委託料が 60 万円と花いっぱい 2020（にこに

こ）応援事業として、消費の落ち込んだ花卉事業者の支援に係る原材料費 50 万円と合わせ

て 110 万円を計上したものでございます。 

次に、２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費につきましては、

マイナポイント予約者に対し、町独自のごかりんポイントを上乗せするための業務委託料

90 万円の追加でございます。 

次に、３款民生費、２項児童福祉費、２目児童措置費につきましては、子育て世帯への支

援として国から支給される臨時特別給付金に町独自の上乗せ支援として給付する子育て２

０２０（にこにこ）給付金並びに給付に係る口座振替手数料 856 万 6,000 円を計上したも

のでございます。 

続きまして、10 ページをお願いをいたします。 

次に４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費につきましては、５月１日付けにて専決処

分をさせていただきました感染症予防対策事業の財源の一部につきまして、一般財源から

臨時交付金に 180 万 4,000 円を振り替えるものでございます。 

次に、同じく３目の母子衛生費につきましては、妊婦への経済支援として応援給付金並び

に給付に係る口座手数料等 96 万 9,000 円を計上したものでございます。 

次に、７款商工費、１項商工費、１目商工振興費につきましては、感染症拡大の影響を受

けている地域経済と住民生活活性化のために実施するプレミアム商品券の発行に係る交付

金並びに消耗品等の経費 1,800 万円を計上したものでございます。 

次に、９款消防費、１項消防費、３目災害対策費につきましては、議会第２回定例会にお

いて議決を賜りました補正予算のうち、災害対策事業の財源の一部につきまして、一般財源
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から臨時給付金に 346 万 6,000 円を振り替えをするものでございます。 

続きまして、11 ページをお願いをしたいと思います。 

次に 10 款教育費、２項小学校費、１目学校管理費につきましては、小学校における新型

コロナウイルス感染症対策として、消耗品 60 万円を計上したものでございます。 

次に、10 款教育費、３項中学校費、１目学校管理費につきましては、中学校における新

型コロナウイルス感染症対策として、消耗品 34 万 7,000 円を計上したものでございます。 

次に 10 款教育費、６項保健体育費、３目学校給食費につきましては、新型コロナウイル

ス感染症対応への支援策として、町内在住で町外の小・中学校に通う児童・生徒に対して給

食費の３カ月分に相当する費用を助成するため、助成金 37 万 2,000 円を計上したものでご

ざいます。 

また、あわせて町内の小・中学校に通う児童・生徒の３カ月分の給食費の無償化に要する

費用の財源について、一般財源から臨時交付金に 616 万 9,000 円を振り替えるものでござ

います。 

以上の理由によりまして補正予算の専決処分といたしましたので、御承認のほどよろし

くお願いをいたします。 

○町長（染谷森雄君）以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）質疑なしと認めます。 

質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）討論なしと認めます。 

これで討論を終結いたします。 

承認第 12 号を採決いたします。 

承認第 12 号は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔賛 成 者 起 立〕 

○議長（鈴木喜一郎君）起立全員です。 

着席願います。 

よって、承認第 12 号は原案のとおり承認されました。 

 

 

 

◎承認第１３号の上程、説明、質疑、討論、採決 
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○議長（鈴木喜一郎君）次に、承認第 13 号を議題といたします。 

町長から提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（染谷森雄君）承認第 13 号 令和２年度五霞町一般会計補正予算（第５号）につき

まして、新型コロナウイルス感染症対策並びに水害等への対応のため、専決処分をいたしま

したので、地方自治法第 179 条第３項により承認を求めるものでございます。 

内容につきましては、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ 3,060 万円を追加し、総額を

それぞれ 54 億 5,327 万 6,000 円としたものでございます。 

詳細につきましては、担当課長から説明させますので、御承認のほどをよろしくお願いを

いたします。 

○議長（鈴木喜一郎君）続いて、総務課長の補足説明を願います。 

総務課長。 

○総務課長（山中一郎君）承認第 13 号 令和２年度五霞町一般会計補正予算（第５号）に

ついて御説明をさせていただきます。 

議案書の 14 ページをお願いをいたします。 

令和２年度五霞町一般会計補正予算（第５号）でございます。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 3,060 万円を追加し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ 54 億 5,327 万 6,000 円と定め、補正予算の款項の区分及び当該区分ごとの金

額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正によるものでございま

す。 

続いて、19 ページをお願いをしたいと存じます。 

まず、歳入でございますけれども、15 款県支出金、２項県補助金、３目農林水産業費県

補助金 354 万 2,000 円の追加でございますが、地域企業活力向上応援事業費補助金を計上

したものでございます。 

次に 18 款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金 2,705 万 8,000 円の追加で

ございますが、歳入調整により増額補正をしたものでございます。 

続きまして、20 ページをお願いをいたします。 

こちらは歳出でございますが、７款商工費、１項商工費、１目商工振興費につきましては、

先般の第４号補正にて計上をいたしましたプレミアム商品券につきまして、想定した以上

の申し込みであったことから、交付金の充当可能な範囲内において商品券の発行に係る交

付金並びに消耗品等の経費 1,630 万円を追加するものでございます。 

次に９款消防費、１項消防費、３目災害対策費につきましては、新型コロナウイルス感染

拡大に伴い、避難所における収容人数の不足が懸念されることから、山王地区河川防災ステ

ーションの町有地等車両ごと避難できる一時避難場所として整備するため、整備に必要な

資材購入費並びに工事請負費 1,430 万円を計上したものでございます。 

以上の理由によりまして、補正予算の専決処分といたしましたので、御承認のほどよろし
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くお願いをいたします。 

○議長（鈴木喜一郎君）以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）質疑なしと認めます。 

質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）討論なしと認めます。 

これで討論を終結いたします。 

承認第 13 号を採決いたします。 

承認第 13 号は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔賛 成 者 起 立〕 

○議長（鈴木喜一郎君）起立全員です。 

着席願います。 

よって、承認第 13 号は原案のとおり承認されました。 

 

 

 

◎議案第５０号～議案第５２号の一括上程、説明、採決 

○議長（鈴木喜一郎君）お諮りいたします。 

議案第 50 号から議案第 52 号までは、五霞町固定資産評価審査委員会委員の選任同意につ

いての人事案件であります。一括して議題といたしたいと思いますが、御異議ございません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）御異議なしと認めます。 

よって、議案第 50 号から議案第 52 号までの五霞町固定資産評価審査委員会委員の選任

の同意についてを一括して議題といたします。 

町長からの提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（染谷森雄君）議案第 50 号から 52 号の五霞町固定資産評価審査委員会委員の選任

同意についてを一括して御提案申し上げます。 

令和２年９月７日に任期満了となる委員につきまして、再任をお願いいたしたく、地方税

法第 423 条第３項の規定に基づき、議会の同意を求めるものでございます。 
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委員につきましては、大久保武雄氏２期６年でございます。山中武男氏３期９年でござい

ます。菊地正明氏２期４年でございます。以上の３名でございます。 

なお、委員の任期につきましては、令和２年９月８日から令和５年９月７日までの３年間

となっております。 

御審議のほどをよろしくお願いをいたします。 

○議長（鈴木喜一郎君）以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）質疑なしと認めます。 

質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）討論なしと認めます。 

これで討論を終結いたします。 

最初に議案第 50 号を採決いたします。 

議案第 50 号は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔賛 成 者 起 立〕 

○議長（鈴木喜一郎君）起立全員です。 

着席願います。 

よって、議案第 50 号は原案のとおり同意されました。 

次に、議案第 51 号を採決いたします。 

議案第 51 号は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔賛 成 者 起 立〕 

○議長（鈴木喜一郎君）起立全員です。 

着席願います。 

よって、議案第 51 号は原案のとおり同意されました。 

次に、議案第 52 号を採決いたします。 

議案第 52 号は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔賛 成 者 起 立〕 

○議長（鈴木喜一郎君）起立全員です。 

着席願います。 

よって、議案第 52 号は原案のとおり同意されました。 
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◎議案第５３号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（鈴木喜一郎君）続いて、議案第 53 号を議題といたします。 

町長から提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（染谷森雄君）議案第 53 号 五霞町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につ

いて御提案申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症の影響等による国民健康保険税の減免申請に対し、一定の期

間を設けて申請を受けられるよう本条例を改正するものでございます。 

本定例会には常任委員会が予定されておりますので、詳細につきましては常任委員会に

おいて御説明申し上げますので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（鈴木喜一郎君）以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）質疑なしと認めます。 

質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

ただいま議題となっております議案第 53 号は、会議規則第 37 条の規定により、お手元

へ配付いたしております常任委員会議案審査付託一覧表のとおり所管の常任委員会へ付託

いたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）御異議なしと認めます。 

よって、議案第 53 号は、付託一覧表のとおり所管の常任委員会へ付託することに決しま

した。 

 

 

 

◎議案第５４号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（鈴木喜一郎君）続いて、議案第 54 号を議題といたします。 

町長から提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（染谷森雄君）議案第 54 号 五霞町手数料徴収条例の一部を改正する条例について

御提案申し上げます。 

公図、地籍図又は地番修正図の写しを交付する際の規定について、電子化された地番図と

して一本化して交付するため、本条例の一部を改正するものでございます。 
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また、デジタル手続法の交付により、マイナンバーの通知カードが廃止になりましたので、

あわせて本条例を改正するものでございます。 

本定例会には、常任委員会が予定されておりますので、詳細につきましては常任委員会に

おいて御説明申し上げますので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（鈴木喜一郎君）以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）質疑なしと認めます。 

質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

ただいま議題となっております議案第 54 号は、会議規則第 37 条の規定により、お手元

へ配付いたしております常任委員会議案審査付託一覧表のとおり、所管の常任委員会へ付

託いたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）御異議なしと認めます。 

よって、議案第 54 号は付託一覧表のとおり、所管の常任委員会へ付託することに決しま

した。 

 

 

 

◎議案第５５号～議案第６１号の一括上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（鈴木喜一郎君）お諮りいたします。 

議案第 55 号から議案第 61 号までは、各会計の補正予算で関連しておりますので、一括

して議題といたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）御異議なしと認めます。 

よって、議案第 55 号から議案第 61 号までを一括して議題といたします。 

町長からそれぞれ提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（染谷森雄君）議案第 55 号 令和２度五霞町一般会計補正予算（第６号）、議案第

56 号 令和２年度五霞町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、議案第 57 号 令和２

年度五霞町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、議案第 58 号 令和２年度五霞町

介護保険事業特別会計補正予算（第１号）、議案第 59 号 令和２年度五霞町公共下水道事

業特別会計補正予算（第１号）、議案第 60 号 令和２年度五霞町農業集落排水事業特別会

計補正予算（第１号）、議案第 61 号 令和２年度五霞町水道事業会計補正予算（第１号）に
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つきまして、一括して御提案を申し上げます。 

初めに、議案第 55 号 令和２年度五霞町一般会計補正予算（第６号）ですが、既定の歳

入歳出予算の総額にそれぞれ４億 1,378 万 5,000 円を追加し、総額をそれぞれ 58 億 6,706

万 1,000 円とするものでございます。 

次に、議案第 56 号 令和２年度五霞町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）ですが、

既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ 20 万 6,000 円を追加し、総額をそれぞれ 11 億 572

万 2,000 円とするものでございます。 

次に、議案第 57 号 令和２年度五霞町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）です

が、既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ 100 万円を減額し、総額をそれぞれ１億 9,006

万 2,000 円とするものでございます。 

次に、議案第 58 号 令和２年度五霞町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）ですが、

既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ3,309万1,000円を追加し、総額をそれぞれ８億4,797

万円とするものでございます。 

次に、議案第 59 号 令和２年度五霞町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）です

が、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ 530 万円を追加し、総額をそれぞれ６億 5,290 万

6,000 円とするものでございます。 

次に、議案第 60 号 令和２年度五霞町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）で

すが、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ４万円を追加し、総額をそれぞれ１億 9,275 万

8,000 円とするものでございます。 

次に、議案第 61 号 令和２年度五霞町水道事業会計補正予算（第１号）ですが、収益的

収入及び支出において収入支出ともに 554 万 1,000 円を追加するものでございます。 

また、資本的収入及び支出において、収入支出ともに 2,219 万円を減額するものでござい

ます。 

これら各会計の補正予算につきましては、本定例会には常任委員会が予定されておりま

すので、詳細につきましては常任委員会において御説明申し上げますので、よろしくお願い

をいたします。 

○議長（鈴木喜一郎君）以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）質疑なしと認めます。 

質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

ただいま議題となっております議案第 50 号から議案第 61 号までは、会議規則第 37 条の

規定により、お手元へ配付いたしております常任委員会議案審査付託一覧表のとおり、所管

の常任委員会へ付託いたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）御異議なしと認めます。 

よって、議案第 55 号から議案第 61 号までは、付託一覧表のとおり所管の常任委員会へ

付託することに決しました。 

 

 

 

◎議案第６２号～議案第６８号の一括上程、説明 

○議長（鈴木喜一郎君）お諮りいたします。 

議案第 62 号から議案第 68 号までは、令和元年度各会計決算でございますので、一括し

て議題といたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）御異議なしと認めます。 

よって、議案第 62 号から議案第 68 号までを一括して議題といたします。 

町長からそれぞれ提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（染谷森雄君）議案第 62 号 令和元年度五霞町一般会計歳入歳出決算、議案第 63 号 

令和元年度五霞町国民健康保険特別会計歳入歳出決算、議案第 64 号 令和元年度五霞町後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算、議案第 65 号 令和元年度五霞町介護保険事業特別会

計歳入歳出決算、議案第 66 号 令和元年度五霞町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算、

議案第 67 号 令和元年度五霞町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算、議案第 68 号 令

和元年度五霞町水道事業会計歳入歳出決算につきまして、一括して御提案を申し上げます。 

決算の概要につきましては、先ほどの行政施策の成果に関する報告の中で申し上げたと

おりでございます。 

各会計の決算は、地方自治法第 233 条第３項の規定により、監査委員の意見書をつけて

議会の認定に付するべきものとされております。 

監査委員の審査につきましては、去る８月 18、19 日の２日間審査を実施し、意見書をい

ただいているところでございます。 

これら各会計の決算書並びに主になる施策の成果につきましては、本定例会に予定して

おります決算特別委員会が設置される予定でありますので、決算特別委員会において詳細

に御説明を申し上げますので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（鈴木喜一郎君）次に、本来ならば各担当課長から各会計決算の補足説明を願うとこ

ろでありますが、決算特別委員会へ付託を予定しておりますので、補足説明を省略したいと

思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）御異議なしと認めます。 
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補足説明は省略いたします。 

以上で、各会計決算について説明が終わりました。 

 

 

 

◎監査委員の決算審査等の報告 

○議長（鈴木喜一郎君）ここで、監査委員の決算審査意見書並びに財政健全化及び経営健全

化審査意見書が配付されております。 

それでは、岩﨑代表監査委員から報告を願います。 

岩﨑委員。 

〔五霞町代表監査委員 岩﨑明良君 登壇〕 

○代表監査委員（岩﨑明良君）おはようございます。 

監査委員の岩﨑でございます。 

これより、令和元年度五霞町一般会計・特別会計決算、財産に関する調書、基金の運用状

況について御報告を申し上げます。 

去る令和２年８月 18 日、19 日の２日間、役場委員会室におきまして審査を実施いたしま

した。 

審査の対象は、令和元年度五霞町一般会計歳入歳出決算及び令和元年度五霞町国民健康

保険特別会計ほか四つの特別会計の歳入歳出決算並びに令和元年度財産に関する調書及び

基金の運用状況についてでございます。 

審査の方法につきましては、各会計の決算及び附属書類が書式に従って作成されている

かを確認するとともに、計数につきましては、関係帳簿、証拠書類等に基づき、関係課長等

から説明を聴取し実施いたしました。 

審査の結果でございますが、一般会計及び特別会計を通じて、決算額は計数に誤りがなく、

証拠書類も整理されており、正確であると認められました。 

なお、今後の方向性、検討課題ということで、意見書２ページ中段。審査の意見として、

地域コミュニティの推進、町の情報発信の取り組み、公共交通のあり方、特定健康診査の受

診率向上、学校等の学習環境の充実の５点ほどを挙げさせていただきました。御確認をよろ

しくお願い申し上げます。 

また、財産に関する調書についても整理されており、正当であると認められました。 

最後に、基金の運用についても適切に管理運営されていると認められました。 

続きまして、水道事業会計について申し上げます。 

令和２年８月 19 日、役場委員会室におきまして令和元年度決算書、財務諸表並びに決算

附属書類を審査いたしました。 

審査方法につきましては、提出された決算書、関係書類が関係法令に従って作成されてい

るか、計数等につきましては、関係帳簿等に基づいて課長等からの説明を聴取いたしました。 
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審査の結果でございますが、決算書、財務諸表及び附属書類は定められた様式に基づいて

作成されており、計数につきましても帳簿、証書類と照合した結果、正当と認めました。 

審査に当たっての意見につきましては、２ページの最後に審査の意見として挙げさせて

いただきましたので、御確認をいただければと存じます。 

最後に、令和元年度五霞町財政健全化及び経営健全化について報告いたします。 

令和２年８月 19 日、役場委員会室におきまして関係書類を審査し、いずれも関係法令に

従い適正に作成されていることを確認いたしました。 

算定の結果、健全化判断比率はいずれも早期健全化基準と比較すると良好な状態にある

と認められ、資金不足比率についても、健全化基準と比較すると良好な状態であると認めら

れました。ただし、令和元年度においては、健全段階ではありますが、数字に反映されない

部分、社会保障費や公共施設等の建てかえなどの費用が増大していることが推測され、今後、

極めて厳しい財政状況が続くものと思われます。より一層の財政健全化に向けた取り組み

に努められるよう要望いたします。 

なお、審査の結果につきましては、別紙意見書のとおりであります。 

議員の皆様には、慎重審査の上、御審議くださいますようお願い申し上げまして報告とい

たします。 

令和２年９月４日、五霞町代表監査委員 岩﨑明良。 

○議長（鈴木喜一郎君）以上で報告が終わりました。 

 

 

 

◎報告第６号の上程、説明、質疑 

○議長（鈴木喜一郎君）続いて、報告第６号を議題といたします。 

町長から提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（染谷森雄君）報告第６号 令和元年度五霞町財政の健全化判断比率等について御説

明を申し上げます。 

この財政の健全化判断比率等の報告につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関

する法律に基づき、早期健全化と財政の再生の２段階で財政の健全化をチェックするとと

もに、特別会計や企業会計も合わせた地方公共団体全体の財政状況をより明らかにしよう

とするもので、令和元年度決算に係る財政の健全化判断比率を報告するものでございます。 

特に実質公債費比率でございますが、前年度対比 0.5 ポイント減の 8.4％という結果とな

りました。 

また、将来負担比率でございますが、前年度対比 12.9 ポイント増の 53.6％となりました。 

詳細につきましては、担当課長より説明させますので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（鈴木喜一郎君）続いて、総務課長の補足説明を願います。 



- 25 - 

 

総務課長。 

○総務課長（山中一郎君）報告第６号 令和元年度五霞町財政の健全化判断比率等について

御説明のほうをさせていただきます。 

議案書は、122 ページをお願いをしたいと存じます。 

まず、１の概要でございますけれども、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ

きまして、令和元年度決算に係る健全化判断比率並びに資金不足比率を議会に報告し、公表

するというものでございます。 

次に、２の算定の結果でございますけれども、５項目の指標のうち、実質赤字比率、連結

実質赤字比率ともに全ての会計で赤字が生じていないため、該当のほうはしてございませ

ん。 

次に、実質公債費比率でございますが、本年度は先ほどの町長からもございましたように、

8.4％と、前年度と比較しますと、0.5 ポイント減少をしてございます。主な要因といたしま

しては、地方債の元利償還金は減少し、標準財政規模が増加したことによるものでございま

す。 

続きまして、将来負担比率でございますが、町が将来にわたって負担する全ての負債の割

合でございまして、本年度は 53.6％と、前年度と比較しますと 12.9 ポイントの増加をして

おります。その主な要因でございますが、基金等の地方債償還に充当可能な財源が減少した

ことによるものが主なものでございます。 

次に、資金不足比率でございますが、公共下水道事業、農業集落排水事業、水道事業の公

営企業会計は全て資金不足、赤字は生じていないため該当はいたしてございません。 

以上のとおり報告をさせていただきます。 

以上でございます。 

○議長（鈴木喜一郎君）以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）質疑なしと認めます。 

質疑を終結いたします。 

 

 

 

◎報告第７号の上程、説明、質疑 

○議長（鈴木喜一郎君）続いて、報告第７号を議題といたします。 

町長から提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（染谷森雄君）報告第７号 債権の放棄について御説明申し上げます。 
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債権の放棄につきましては、町が管理する債権について、五霞町債権管理条例第 16 条第

１項の規定に基づき放棄した債権を同条第２項の規定に基づき決算の認定を行う議会にて

報告するものでございます。 

町が管理する債権のうち、令和元年度に放棄した債権は一般会計分４名、農業集落排水事

業特別会計分５名及び水道事業会計分 16 名の合計 25 名、126 万 8,513 円でございます。 

詳細につきましては、担当課長より説明させますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鈴木喜一郎君）続いて、総務課長の補足説明を願います。 

総務課長。 

○総務課長（山中一郎君）報告第７号 債権の放棄について御説明のほうをさせていただき

ます。 

議案書は 124 ページをお願いしたいと存じます。 

こちらは、町が保有する債権につきましては、各担当職員のほうで連携をしまして、日々

回収努力を重ねておるところでございますけれども、その中でも、死亡されたり、あるいは

行方不明であったり、あるいは転出等によりまして債権の履行の見込みがないと認められ

る債権につきましては、五霞町債権管理条例第 16 条第１項の規定に基づきまして債権を放

棄しておるところでございます。 

令和元年度に放棄した債権につきましては、非強制徴収公債権並びに非債権を合計いた

しまして 25 名分、件数といたしましては 153 件、金額は 126 万 8,513 円でございます。内

訳といたしましては、一般会計では学校給食費保護者負担金を４名分、35 万 5,579 円。農

業集落排水事業特別会計では、農業集落排水使用料５名分、11 万 2,080 円。水道事業会計

では、水道料金 16 名分の 144 件、80 万 854 円でございます。 

以上のとおり御報告をさせていただきます。 

○議長（鈴木喜一郎君）以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）質疑なしと認めます。 

質疑を終結いたします。 

 

 

 

◎発議第４号の上程、説明、採決 

○議長（鈴木喜一郎君）続いて、発議第４号を議題といたします。 

本案の提出者であります宇野進一君から提案理由の説明を求めます。 

宇野議員。 

〔８番 宇野進一君 登壇〕 
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○８番（宇野進一君）皆さんおはようございます。 

８番議員の宇野です。 

発議第４号 五霞町議会決算特別委員会の設置についての提案理由を申し上げます。 

本町の令和元年度歳入歳出決算の概要によりますと、住民サービスの維持向上に努め、事

業の選択と重点化を図りながら、さまざまな事業を実施しております。 

一般会計の歳入歳出決算においては、前年度と比較すると、歳入では地方交付税や繰入金

等が減額となりましたが、町税や繰越金等が増額したことから約 138 万円の増額。歳出で

は、消防費や教育費等が増額となりましたが、土木費、諸支出金、支出金等が減額になった

ことから、約 5,900 万円の減額となりました。 

令和２年度においては、社会保障関係経費や新型コロナウイルス感染症対策費など、引き

続き多くの財源を必要とする課題が山積しており、本町の財政状況は依然として予断を許

さない極めて厳しいものであります。 

こうした本町を取り巻く厳しい状況を改めて踏まえたとき、行財政全般にわたって監視

機能をゆだねられている我々議会の責任は極めて重大であり、これら議案の審議に当たっ

ては慎重に審査すべきものと考え、決算特別委員会の設置を提案するものであります。 

決算特別委員会の内容等については、別紙１から３までのとおりでありますので、よろし

くお願いいたします。 

以上です。 

○議長（鈴木喜一郎君）以上で説明が終わりました。 

お諮りいたします。 

本案は質疑・討論を省略し、直ちに採決いたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）御異議なしと認めます。 

よって、本案は直ちに採決することに決しました。 

本案は、原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）御異議なしと認めます。 

よって、発議第４号は原案のとおり可決されました。 

 

 

 

◎議案第６２号～議案第６８号の委員会付託 

○議長（鈴木喜一郎君）お諮りいたします。 

議案第 62 号から議案第 68 号までの令和元年度各会計決算については、８人の委員で構

成する決算特別委員会へ付託し、審査することに御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）御異議なしと認めます。 

よって、議案第 62 号から議案第 68 号までの令和元年度各会計決算は、付託一覧表のと

おり決算特別委員会へ付託することに決しました。 

 

 

 

◎請願第２号の上程、委員会付託 

○議長（鈴木喜一郎君）続いて、請願第２号を議題といたします。 

お諮りいたします。 

請願第２号は、会議規則第 87 条の規定により、所管の常任委員会へ付託いたしたいと思

いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鈴木喜一郎君）御異議なしと認めます。 

よって、請願第２号は所管の常任委員会へ付託することに決しました。 

 

 

 

◎散会の宣告 

○議長（鈴木喜一郎君）以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

これにて散会いたします。 

大変御苦労さまでした。 

 

散会 午前１１時１８分 


